
 

 

脳は生命をつかさどる最も重要な臓器です。脳にはたくさんの血管が走っていて、

これらの血管が詰まったり、破れて出血したりして起こる病気が脳卒中です。脳卒中

の主な原因は、動脈硬化です。その動脈硬化を引き起こす主な要因は、高血圧症、高

脂血症、糖尿病、喫煙などです。 

 
                                                                                   

高血圧は脳卒中の発症率を高める 

 
 

 

 

脳卒中予防には血圧のコントロールが重要 

先ずは家庭血圧測定をして、自分の血圧を知りましょう。血圧が高い場合は、生活

習慣の改善や治療で改善が必要です。健診で高血圧を指摘された場合は、放置せず

に早めに医療機関を受診しましょう。生活習慣の改善や治療で血圧をコントロールす

ることで、脳卒中を予防することが可能となります。血管が傷ついて元に戻らなくな

ってからでは遅いため、早めに改善をしていきましょう。 

                     

生活習慣改善のポイント 

 
高血圧は脳卒中の発症率を高める 

  医療機関で高血圧と診断され

るのは、上の血圧（収縮期血圧）

が 1４0 ㎜ Hg 以上、または下の

血圧（拡張期血圧）が 90 ㎜ Hg

以上の場合です。 

左のグラフのように、上の血圧

が120未満かつ下の血圧が80

未満の場合に比べ、140 または

90以上の場合、脳卒中の発症率

は約 3 倍も高くなります。さら

に、180または 110以上の重度

の高血圧になると、約８倍も発症

率を高めます。 
 

２．毎日血圧測定 
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ＮＨＫ健康チャンネルから引用 
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